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論文内容要旨
研究目的
 最近の免疫学の急速な発展は,病理学の分野にも新しい局面をもたらし,数々の病因に関する免疫
 学的解釈が,一躍脚光をあびるようになった。その反面,組織学的研究のあるものは,未だ光学顕微
 鏡可視域内の所見が主となっていて,分子レヴェルの微細構造に関しては,充分に解明されていない。
 鼻アレルギーは,その様な疾患のうちのひとつであり,例えば,多数の浸潤細胞が出現する事実は,わ
 かっていても,それらの細胞内や表面の構造の微細な形態的変化については,ほとんど知られていな
 い。本研究は,アレルギー発症鼻粘膜の形態的変化を電子顕微鏡レヴェルで究明する事を目的として
 いる。
観
察 結 果
 鼻粘膜上皮層は,偽重層線毛円柱上皮から成り,線毛細胞,杯細胞,基底細胞の三種の細胞で構成
 されていた。アレルギー発症時の線毛細胞の変化は,線毛構造では軽微であったが,細胞内には,小
 器官類の膨化や高電子密度顆粒の出現が見られた。杯細胞では,粘液顆粒の産生分泌能が亢進しており,
 数の上でも増加が見られた。粘液顆粒群の放出時には,杯細胞表面の細胞膜が大きく断裂して過飽和
 状態にあった顆粒群が一斉に分泌されるカ㍉これと同時に膨化した細胞小器官も鼻腔に放出された。
 基底膜上に存在する基底細胞には,アレルギー発症による形態的変化は,ほとんど認あられなかった。
 上皮層の細胞間隙には,多量の無構造物質が貯溜しており,好酸球,マスト細胞,プラスマ細胞等の浸
 潤細胞をすっかり包囲していた。好酸球の微細構造の変化は少なかったが,マスト細胞は空胞化顆
 粒を多数含んでいた。
 鼻粘膜固有層には,多数の浸潤細胞がみられたが好酸球が最も多く,次にプラスマ細胞,マク・ファー
 ジ等があり,マスト細胞は比較的少数であった。好酸球は,特徴的な好酸球顆粒と粗面小胞体,マイ
 トコンドリア,ゴルジ装置,核,vesicles,rib・some等を含む細胞で,時に細胞膜が断裂L
 顆粒形態に変化のみられるものがあった。プラスマ細胞は,細胞質の大部分が粗面小胞体で満たされ
 ていた。粗面小胞体は,内腔拡大している場合があり,その程度に応じて三種の細胞型に分類された。
 マクロファージは,多様な形態を示し,1ys・s・mes,phag・somesを含み,細胞膜には,しぼ
 しぽ陥入像が見られた。マスト細胞は,直経300mμから800mμ位の顆粒を多数含んでいた。
 一部は,実験的に.確かめられた脱顆粒の形態に.類似し,脱顆粒現象の存在を示していた。固有層浸潤・
 細胞の間には,しぼしば,接近,付着結合状態にあるものが観察され,それらの細胞膜や小器官に断
 裂や膨化が認められた。
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考 按
 粘膜上皮層における杯細胞の分泌亢進や滲出液の浸潤等は,異物抗原の粘膜内への浸透拒絶作用と
 考えられ,マスト細胞の上皮層への浸潤と脱顆粒現象は,上皮層内で抗原抗体反応が惹起され,ヒスタ
 ミン等の化学物質が遊離されている可能性を示唆し,叉好酸球の浸潤は,反応の結果として生ずる免
 疫複合物の処理にあたっていると解釈できる。一方,粘膜固有層において,プラスマ細胞,マスト細
 胞等の抗体産生細胞と,マク・ファージ,好酸球等の貪食作用,走化性を持つ細胞が,互に接近し,時に
 付着結合状態にある事実は,これ等の細胞同志が,何らかの物質か情報の交換を行なっているか,あ
 るいは貪食作用による他細胞の摂取消化作用を行なっている事を示していた。このような形態は,他の
 免疫現象においても観察されるので,生体が外界の異物と接触する際に共通して見られる一種の防禦
 機構とも解釈できる。
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 審査結果の要旨
 近年,鼻アレルギー患者は漸次増加の傾向を示しており,免疫学的立場からの研究が進められてい
 る。著者はアレルギー発症時の鼻粘膜の微細所見を電子顕微鏡を用いて観察している。
 鼻アレルギー発症時の線毛細胞,杯細胞の所見ならび各種の浸潤細胞,すなわち好酸球,プラスマ
 細胞,マク・ファージ,マスト細胞等について詳述している。そして杯細胞の分泌亢進や滲出液の浸
 潤等は異物抗原の粘膜内への浸透拒絶作用と見なし,またマスト細胞の上皮層への浸潤と脱顆粒現象
 は上皮層内で抗原抗体反応が惹起され,ヒスタミン等の化学物質が遊離されている可能性があるとし,
 免疫複合物の処理にあたっていると解釈している。一方,粘膜固有層において,プラスマ細胞,マス
 ト細胞等の抗体産生細胞とマクロファージ,好酸球等の貪食作用,走化性を持つ細胞が互に接近し,
 時に付着結合状態にある事実はこれらの細胞同志が,何らかの物質か情報の交換を行なっているか,
 あるいは貪食作用による他細胞の摂取消化作用を行なっていることを示していδとし,これらの形態が
 免疫現象として一種の防禦機構とも解釈できるとしている。
 以上は鼻アレルギー発症時の鼻粘膜の変化を電顕的レベルで観察した所見を基として,本症の発現
 機構の一部を明らかにしたものである。
 よって,学位を授与するに値するものと認める。
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